
学校教育目標 ： 旭を愛し、やさしく・かしこく・たくましく生きる児童の育成
～ みんなにとって、居心地のよい学校、笑顔あふれる学校、自慢したくなる学校にしよう！ ～
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４月２６日（金）、１年生を対象に交通教室を行い ４月２６日（金）、６年生の子どもたちは、社会科
ました。２時間目、１・２組は、外で交通教室を行い、 の学習で、吉野ヶ里歴史公園へ見学に行きました。現
３・４組は、教室でビデオを観ながら交通ルールやマ 地へは、往復とも電車を利用し、行きは、肥前旭駅⇒
ナーの確認を行いました。３時間目は、学級を入れ替 鳥栖駅（乗り換え）⇒吉野ヶ里公園駅、帰りは、吉野
えて同様に行いました。 ヶ里公園駅⇒新鳥栖駅の経路で移動しました。駅のホ
運動場では、まず、 ームや電車内では、ルールやマナーをしっかり守るこ

日頃からお世話になっ とができました。
ている７名の交通指導 吉野ヶ里歴史公園では、まず、「勾
員の皆様（狩野さん、 玉作り」に熱心に取り組みました。
渡邉さん、陶山さん、 説明を聞いた後、世界に１つだけ
池松さん、岡さん、原 の勾玉を一生懸命に作ることがで
さん、山口さん ※紹介順） きました。ほとんどの子どもがそ
を覚えてもらうために の勾玉を首に掛けていて、嬉しそ
自己紹介をしていただき 交通指導員の皆様の紹介 うに見せてくれました。
ました。 その後、グループごとに分かれて行動（フィールド
鳥栖警察署交通課の井手様には、①交差点では、信 ワーク）し、事前に立てていた計画に沿って、「物見

号が青になったら、車が来ていないか自分の目（右・ やぐら」や「竪穴住居」、「主祭殿」、「高床倉庫」、「北
左・右）で確かめてから渡ること、②横断歩道を渡る 墳丘墓」、「環濠」などを見学しました。子どもたち
ときは、手をしっかり上げて前を見て渡ること、③横 は、既に社会科で、弥生時代について学んでいますの
断歩道を渡っているときに信号機が点滅したら慌てず で、実際に復元された遺跡や発掘された出土品を見る
に渡ること、④渡る前に信号機が点滅したら必ず立ち ことにより、学びがさらに深まったことと思います。
止まること、⑤歩道は、横に広がらずに歩くことにつ 吉野ヶ里歴史公園の見学で学んだことは、社会科の
いて話していただきました。 時間に、一人一人、新聞の形式でまとめ、振り返るこ
その後、学校の西側の交差点や歩道を活用して、信 とができていました。

号機がある横断歩道や信号機がない横断歩道、歩道の
歩き方などについて、確かめることができました。村
田駐在所の大木様にもサポートしていただきました。
交通事故から子どもたちの命を守るため、話を聞い

たり、ビデオを観て確かめたりすることも大事ですが、
今回のように、交差点や歩道を実際に歩いて、自分の
目で確かめることができたのは有意義だったと思いま
す。しっかりと２時間掛けてこのような交通教室を実
施することができて良かったです。鳥栖警察署、交通
指導員の皆様、交通教室実施にご協力いただきまして、 遺跡を見学する子どもたち 説明を聞く子どもたち

ありがとうございました。

５月１０日（金）、１時間目にＰＴＡ総会、２・３
時間目に授業参観を行いました。
１年生は、初めての授業参観でした。子どもたちは、

ドキドキ、ワクワクしていたことと思います。国語や
算数、図画工作、外国語、

歩道の歩き方の確認 体育など、すべての学級
横断歩道の渡り方の確認 で授業を公開することが

できました。教科によっ
学校だけの指導・支援だけではなかなか難しいです ては、保護者の皆様にも

ので、ご家庭でも交通ルールや交通マナーの確認をお 協力していただきました。
願いします。特に、旭小学校区は、自動車の通行が多 ご多用の中、多くの保
いので、交通量が多い道を横切るときは、お子様の命 護者の皆様に参観してい
を守るために、できるだけ横断歩道を渡るようにお話 ただきありがとうござい
しください。どうぞよろしくお願いします。 ました。 保護者参加型の授業の様子

ＰＴＡ総会・授業参観

ありがとうございました

吉野ヶ里歴史公園見学【６年】交通教室【１年】


